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表1

年 7月 1日

2
0
1
4
年
度
第
1
回
理
事
会

（平成26) よだム一
A英育

:+: 区 月額給与金 入学記念品 卒業記念品 年度末人数

幼 児 2.424 18 

小学生 10,790 490 71 (1) 

中学生 19,824 1,200 70 69 

高校生等 33,810 1,500 92 (3) 

－~会＝・‘－ 
計 66,848 3190 70 250 (4) 

（単位．千円、人）

( 1 ) 

学資給与事業の実績

入学記念品は小・中・高等学校等に入学する者、卒業記念品は前年度に中学
を卒業し就業した者を対象とする。

j主2 年度末人数の（）内の数字は特別支援学生数で内数である。なお、この者た
ちの月額は高校生等に含まれる。
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係
各
位
の
ご
協
力
の
も
と
、
全
国
規
模

で
運
動
を
展
開
し
た
こ
と
や
、
水
産
関

連
団
体
、
個
人
の
継
続
的
な
寄
附
・
募

金
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
皆
さ
ま
か
ら

の
温
か
い
お
志
に
改
め
て
感
謝
を
申
し

上
げ
た
い
。
な
お
、
い
ま
だ
漁
船
海
難

事
故
が
絶
え
な
い
中
、
本
会
で
は
引
き

続
き
漁
業
者
の
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着

用
率
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

会
議
で
は
、

①
2
0
1
3
年
度
事
業

報
告
（
案
）
お
よ
び
収
支
決
算
（
案
）

に
つ
い
て
、

②
特
定
資
産
の
処
分
に
つ

い
て
、

③
辞
任
に
伴
う
奨
学
生
選
考
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
、
④
外
部
役
員
等

の
損
害
賠
償
責
任
限
定
契
約
の
件
に
つ

い
て
、

①
2
0
1
4
年
度
第
1
回
評
議

）

－
 

人
一
数

、一人
目
末

王
度

位
一
年

団訂一
時

一
学入

大学生等 32 500 19,350 

表2 奨学金貸与事業の実績

学 区 ｜月額貸与金

（単位：円）
卒業記念品

70,000 

表3 学資給与事業金額表
学 区 l月額給与金｜入学記念品
幼児｜ 12.0001 ー

小学生｜ 13,000J 70,000 
中学生｜ 24,000J 50.000 
高校生等 1 30,000J 50,000 

注特別支援学生には、高校生等と同額の月額を支給。

員
会
の
招
集
に
関
す
る
件
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
員
異
議
な
く
承

認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

［
新
任
者
ご
芳
名
］

マ
奨
学
生
選
考
委
員
｜
津
田
幸
喜
氏

（
全
日
本
海
員
組
合
水
産
部
副
部
長
）

A
V
今
回
を
も
っ
て
辞
任
さ
れ
た
方
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
1
4
年
度
第
1
回
評
議
員
会

6
月
口
日
、

『
2
0
1
4
年
度
第
1
回

評
議
員
会
」
が
東
京
・
千
代
田
区
の
コ
ー

プ
ピ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議

で
は
、

2
0
1
3年
度
事
業
報
告
（
案
）

お
よ
び
収
支
決
算
（
案
）
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
全
員
異
議
な
く
承
認
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

。2
0
1
3年
度
事
業
報
告
概
要

公
益
財
団
法
人
と
し
て

2
年
度
目
を

迎
え
、
よ
り
公
益
事
業
の
充
実
や
事
業

運
営
の
健
全
性
・
透
明
性
の
確
保
に
努

め
、
本
会
の
事
業
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

学
資
給
与
事
業
で
は
、
給
与
者

2
5
2
人
（
年
度
内
退
学
者

2
人
含

む
／
前
年
度
比
幻
人
減
）
に
総
額

6
6
8
4
8
千
円
を
支
給
し
、
ま
た
入

学

・
卒
業
記
念
品
と
し
て
、
白
人
に
総

額
3
2
6
0
千
円
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

奨
学
金
貸
与
事
業
で
は
、
貸
与
者
犯

人
（
年
度
内
退
学
者

1
人
含
む
／
前

事業管理費

40,516 

31% 

普及指導費

5 228 』 ，

4% ～～』 ，
募金活動費 『

2,932 －ーーーー、
2% 返還事業費

3,095 

2% 

注 奨学金貸与事業費は会計処理上、正味財産増減計算書には吉まれておりません。

表4 奨学金貸与事業金額表 （単位：円）

学 区｜月額貸与金｜入学一時金

大学生等 1 50,0001 500,000以内

事業活動支出の主な内訳図1

年
度
比

3
人

増

）

に

総

額

1
9
8
5
0
千

円
を
貸
与
し
ま

し
た
。

そ
の
他
の
事

業
と
し
て
、
募

金
活
動
や
広
報

活
動
、
奨
学
生

・
保
護
者
交
流

活
動
「
ふ
れ
あ

い
旅
行
」
等
行
い
ま
し
た
。

収
支
決
算
は
、
奨
学
生
の
減
少
や
寄

附
金
の
増
加
に
伴
い
、
正
昧
財
産
は

日
百
万
円
ほ
ど
増
加
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
年
度
よ
り
寄
附
金
の
扱
い

を
、
使
途
が
限
定
さ
れ
る
た
め
特
定
寄

附
金
と
す
る
会
計
方
針
の
変
更
を
行
い

ま
し
た
。
〔
別
表
1
1
4
、
図
1
参
照
〕

2
0
1
4
年
度

第
1
回
奨
学
生
選
考
委
員
会

5
月
9
日、

『2
0
1
4
年
度
第
1
回

奨
学
生
選
考
委
員
会
」
が
東
京
・
千
代

田
区
の
本
会
事
務
所
に
て
開
催
さ
れ
、

「第
1
回
奨
学
生
出
願
者
（
4
月
お
日
締

切
）
の
選
考
」
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
結
果
、
学
資
給
与
奨
学
生

と
し
て
幼
児
3
人
、
高
校
生
等
1
人
の

合
計

4
人
が
、
ま
た
、
奨
学
金
貸
与
奨

学
生
と
し
て
大
学
生
等
7
人
が
採
用
さ

れ
ま
し
た
。

な
お
、
新
規

一

奨
学
生
を
加
え

一

た

6
月
四
日
現

在
の
奨
学
生
数
T

は
、
別
表

「都

道
府
県
別
奨
学

生
数
」
の
と
お

り
で
す
。

5
月
幻
日
、

『
2
0
1
4
年
度
第

1

回
理
事
会
』
が
東
京
・
千
代
田
区
の
コ
ー

プ
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
に

先
立
ち
、
鈴
木
俊

一
本
会
理
事
長
よ

り
、
「
本
会
が
公
益
財
団
法
人
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
丸

2
年
を
迎
え
た

が、

2
0
1
3
年
度
に
お
い
て
は
、
事

業
運
営
・
機
関
運
営
と
も
に
滞
り
な
く

行
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
役
員
各
位
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と

深
く
感
謝
し
て
い
る
。
ま
た
、
漁
船
海

難
遺
児
を
励
ま
す
第
9
期
募
金
運
動
の

実
施
に
よ
り
、
寄
附
金
実
績
が
前
年
度

比
1
4
2
%
と
増
加
し
た
。
こ
れ
は
関

J
F共
済全

国
推
進
・
表
彰
大
会

6
月

5
日
、
東
京
・
帝
国
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、
J
F
共
水
連
主
催
に
よ
る

『平

成
初
年
度
J
F
共
済
全
国
推
進
・
表
彰

大
会
』
が
開
催
さ
れ
、
会
場
に
は
全
国

各
地
か
ら
J
F
関
係
者
等
約
3
0
0
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の

影
響
に
よ
り
6
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ

た
今
大
会
で
は
、

2
0
1
1
年
度
か
ら

3
カ
年
の
聞
に
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

1
3
1
漁
協
が
表
彰
さ
れ
た
ほ
か
、
次

期
3
カ
年
計
画
に
掲
げ
た
所
期
の
目
標

達
成
を
誓
う
大
会
決
議
が
満
場

一
致
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
会
場
ロ
ビ
ー
で
は
、
漁
船
海

難
遺
児
を
励
ま
す
全
国
協
議
会
な
ら
び

に
本
会
職
員
に
よ
る
募
金
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
俳
優
の
木
之

元
亮
さ
ん
と
J
F
共
済
マ
ス
コ
ッ
ト

「
ま
あ
り
ん
」
も
朝
早
く
か
ら
応
援
に

駆
け
付
け
て
く
だ
さ
り
、
来
場
さ
れ
た

皆
さ
ま
と

一
緒
に
写
真
を
撮
っ
た
り
し

な
が
ら
水
色
の
羽
根
募
金
の
呼
び
掛
け

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

大
会
主
催
者
は
じ
め
ご
支
援

・
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
皆
さ
ま
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

』
V

大
会
で
は
、
本
会
理
事
長
・
鈴
木
俊
一
の
特

別
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

（写
真
提
供
一

J

F
共
水
連
）

⑥ 再生紙使用http://www.jf-net.ne.jp/ikueilくai育英会ホームページ
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公共の宿「工スカル横浜J育英会関係者に船員扱い宿泊優待料金適用！！

この度、エスカル横浜のご厚意により、本会関係者（在学・卒業奨学生およびそのご家族、漁船海難：

：遺児を励ます都道府県協議会職員）に対しても、船員宿泊料金が適用されることとなりました。

エスカル横浜は、東京都心からダイレクトに乗り入れている、みなとみらい線「元町・中華街駅」のすぐ：

：上にあります。7階建ての館内は 45室の洋室に 23室の畳部屋があり、サウナ付きの大浴場や 24時間コ

ンビニ、朝畳限定レストランを完備しております。お部屋は外国人船員を満足させるために広めになってお；

りま七

また、 300店を越える飲食店が粁を連ねる中華街、入港する大型外国客船が一望できる山下公園、西：

：洋館が建ち並ぶ山手、おしゃれな街元町などが全て徒歩圏内にあり観光にも大変便利な立地です。

ぜひ、この機会に横浜への観光やお仕事の宿泊先としてエスカル横浜をご利用ください。

なお、ご予約の際には必ず「漁船海難遺児育英会」とお申し付けください。

【料金】・シングルルーム 8,230円→ 5,960円 「ー－－＝－ 一 二でコ箇 t ぃ ー：ー•.－－ n I 

・ツインルーム 7,200円→ 5,860円 D 11 掴 It1 I Lll .i 11 
・和室 8畳 4名一室4,730円→ 3,500円 包・l . _I i.' I I bl.lll IJ I 
胤、ずれも税込…料金司 骨盛掴 f／~ Iiiォ

【交通】 Oみなとみらい線「元町・中華街駅」 3番口すぐ上 一一一 一 ’一 一 ： 

OJR根岸線「石川町駅元町口 J徒歩 8分 百可 ’.：tミミ
0首都高速「新山下」又は「山下町」下車 5分 間 ~－＇ t＼＼＼＼ι 

晶 Cl汗ー、、』.，隆司，； 1 岳、.~ .〆~

：【ご予約お問い合わせ先】 陛IUミ鴇菌・；：画鼠
－ 

jエスカル横浜 （一般財団法人日本船員厚生協会臨海員会館 ） 園匙 ・圃ー巴－ D1 
〒231-0023神奈川県横浜市中区山下町 84TEL:045-681 2141 ・・・II:壇画面・・泊．圃晶園園

http://www.jswa.or.jp/escale 
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第
倒
回

浅
海
増
殖
研
究
発
表
全
国
大
会

6
月
ロ
日
、
香
川
県
高
松
市
の

「ア

ル
フ
ァ
あ
な
ぶ
き
ホ
l
ル
（
香
川
県
県

民
ホ

l
ル
こ
に
て

『第
似
回
浅
海
増

殖
研
究
発
表
全
国
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
海
苔
生
産
者
等
約

2
2
0
人

が
集
結
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
浅
海
増
殖
研
究
中
央

協
議
会
と
全
国
海
苔
貝
類
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
年
1
回

の
浅
海
漁
民
の
祭
典
と
し
て
、
ま
た
研

修
の
場
と
し
て
日
ご
ろ
の
研
究
の
成
果

を
発
表
し
合
う
と
同
時
に
知
識
の
相
互

年 7月 1日（平成26) よだム一
A英τa; 

同( 2) 

交
流
を
は
か
り
、
全
国
浅
海
漁
民
の
生

活
向
上
と
浅
海
漁
業
の
振
興
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
会
に
お
い
て
は
、
大
会
主
催
者
な

ら
び
に
香
川
県
地
方
協
議
会
の
ご
協
力

の
も
と
、
会
場
受
付
時
に
募
金
活
動
を

行
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
来
場
さ
れ
た
皆

さ
ま
よ
り
温
か

い
ご
支
援
を
賜

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ご
協
力
い
た

だ
い
た
多
く
の

皆
さ
ま
に
心
よ

り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

全
国
海
難
防
止
強
調
運
動

重
点
事
項
1

〈
見
張
り
の
徹
底
及
び
船
舶
間
コ
ミ

ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
〉

ー
い
つ
で
も
見
張
り
を
し
っ
か
り
と

1

①
常
時
適
切
な
見
張
り
を
徹
底
し
ょ

輸つ
。

②
船
舶
問
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
ろ
う
。

重
点
事
項
2

〈
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
l
卜
の
発
航
前
点
検
〉

1
出
港
前
に
は
発
航
前
点
検

1

①
燃
料
②
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
①
バ
ッ
テ

リ
ー
電
圧
④
冷
却
水
な
ど
主
要
箇
所
の

点
検
・
整
備
を
心
が
け
よ
う
。

重
点
事
項
3

〈
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用
等

自
己
救
命
策
の
確
保
〉

ー
万
が

一
に
備
え
よ
う

1

①
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
常
時
着
用
し

ょ
う
。

②
連
絡
手
段
を
確
保
し
よ
う
。

③
海
の
緊
急
通
報
は
。
1
1
8
番
。
へ
。

7
月
日
日
か
ら
紅
白
ま
で
の
日
日

問、

『全
国
海
難
防
止
強
調
運
動
｜
海

の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
（
海
上

保
安
庁
、
公
益
財
団
法
人
海
上
保
安
協

会
、
公
益
社
団
法
人
日
本
海
難
防
止
協

会
主
催
）
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
「
海
難
ゼ
ロ
へ
の
願

い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
全
国
各
地
で

官
民

一
体
と
な
り
、
海
事
関
係
者
だ
け

で
な
く
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
海
難
防

止
へ
の
理
解
と
意
識
を
高
め
て
い
た
だ

こ
う
と
行
わ
れ
る
も
の
で
、
本
年
度
は
、

次
の

3
つ
を
海
難
防
止
対
策
の
重
点
事

項
に
掲
げ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
周
り
へ
の
注
意
と
安

全
航
行
を
心
掛
け
、
海
難
事
故
を
無
く

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

、ニ、
－ 
． ． 
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f Jれf十九、ふ科，，~忌 1:."r:: i ；；＂~i.:d：とおか

護
者
か
ら
の
お
便
り

＊
息
子
が
高
校
に
入
学
す
る
こ
と
が
で

き
て
安
心
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
進

学
か
就
職
か
将
来
の
な
や
み
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
奨
学
金
は
貯

金
を
し
て
大
切
に
使
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

（
岩
手
県

Y
・
T
）

＊
育
英
会
に
は
、
こ
れ
ま
で
本
当
に
大

変
に
お
世
話
に
な
り
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
平
成
7
年
、
主
人
が

旅
立
っ
た
時
、
妊
娠
7
カ
月
だ
っ
た
三

男
が
お
陰
様
で
高
校
を
卒
業
す
る
ま
で

に
成
長
し
ま
し
た
。
父
親
の
温
も
り
を

知
ら
ぬ
ま
ま
育
ち
ま
し
た
が
、

3
人
の

息
子
た
ち
は
皆
、
優
し
い
子
に
育
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

3
・
日
の
時
に
は
、
家

が
全
壊
流
出
し
て
い
る
の
に
、
仏
壇
に

置
い
て
い
た
主
人
の
タ
バ
コ
が
残
っ
て

い
ま
し
た
。
驚
き
ま
し
た
月
そ
し
て
改

め
て
確
信
し
ま
し
た
。
や
は
り
主
人
は

い
つ
も
私
た
ち
の
そ
ば
に
い
る
。
一

緒

に
居
る
口
家
族
皆
、
心
を

一
つ
に
し
て
、

一
歩

一
歩
前
進
し
て
い
ま
す
。
長
い
問
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
宮
城
県

N
・
N
）

＊
長
年
に
わ
た
り
、
ご
支
援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
二
男
も
無
事
、
地

元
就
職
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
子
供
た
ち
の
た
め
に
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

（
宮
城
県

Y
・
S
）

＊
主
人
が
亡
く
な

っ
た
時
、
幼
稚
園
の

年
長
だ
っ
た
息
子
も
、
も
う
高
校
入
学

で
す
。
育
英
会
の
お
か
げ
で
、
不
自
由

な
く
学
校
に
行
か
せ
て
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う

強
い
意
志
を
持
っ
て

二－一一一一一一ニ一
－－－e
ュ一一一一てユ一－一一
τ
二一－一一一一一一一一一一
τ
－一一－一一－－ニ一
－一一－一二一一一－一一一一一一一－一一一二一一士一一一一一－－－
e

－－一一－一一一二一ご一一一二一
－一一－一ニ一－一－－一二一－一－
τ
二一－一一
τ
二一一一－－－－一
－一一－一一一一一一－－－
e

一三一
－一τ
二一一一一一一ニ一－一一－一ニ一－一一て
こ一－一一一一ニ一
－一一－一

岩
手
県
保
護
者

K
・
S

中
学
3
年
生
の
卒
業
間
近
で
の
大
き

な
出
来
事
。

震
災
か
ら

3
日
め
に
、

息
子
に
会
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
自
身
も
津
波
に
流
さ
れ
避
難
船
に

助
け
ら
れ
、
身
体
を
動
か
す
こ
と
も
で

き
な
く
、
息
子
を
避
難
先
（
こ
の
時
、

中
学
生
の
子
供
た
ち
は
、
中
学
校
よ
り

も
っ
と
高
台
に
あ
る
高
校
へ
避
難
し
て

い
た
そ
う
で
す
。）
に
迎
え
に
行
く
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

息
子
に
会
え
た
時
の
安
堵
感
、
息
子

か
ら
「
お
父
は
？
」
と
聞
か
れ
た
時
の

絶
望
感
、
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

「
で
も
必
ず
会
え
る
日
」

「
ど
こ
か
に
避
難
し
て
る
は
ず
！
」

そ
の
願
い
も
叶
う
こ
と
は
な
か
っ
た
で

す
。8

日
後
に
・
・
・
息
子
と
泣
き
崩
れ
ま
し

た
。

息
子
は
、
父
親
の
希
望
で
あ
っ
た
岩

手
県
立
宮
古
水
産
高
等
学
校
に
入
学
し

て
、
無
事
に
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
し
、
漁
業
関
係
に
就
職
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
早
い
も
の
で
す

・
：
ま
だ
信
じ
ら
れ
な
い
息
子
と
私
で

す
。父

親
の
殻
付
カ
キ
養
殖
の
仕
事
と
は

違
え
ど
も
同
じ
水
産
業
に
つ
く
な
ん

て
、
ち
ょ
っ
と
驚
き
と
、
「
こ
の
子
は

し
っ
か
り
と
父
親
の
背
中
を
見
て
い
た

ん
だ
な
あ

l
」
と
誇
ら
し
い
で
す
。

辛
い
体
験
を
し
て
自
分
の
道
を
強
い

意
志
を
持
っ
て
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

そ
し
て
、
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
厚
意

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

息
子
に
と
っ
て
、
ど
れ
だ
け
助
け
に

な
っ
た
こ
と
か
。

3
年
間
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

の 羽根募金水色!! 手をの愛漁船海難遺児
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F
宮
窪
町
マ
J
F
弓
削
マ
パ
l
ル
フ
ェ

ア
マ
海
づ
く
り
募
金
マ
J
F
高
浜
町
マ

J
F
今
治
マ
J
F
三
浦
マ
J
F
三
崎
マ

J
F
三
島
マ
J
F
小
部
マ
J
F
松
山
市

マ
J
F
松
山
市
今
出
マ
J
F
松
山
市
三

津
浜
マ
J
F
上
灘
マ
J
F
新
居
浜
マ
J

F
壬
生
川
マ
J
F
西
条
市
ひ
う
ち
マ
J

F
西
条
市
マ
J
F
大
浜
マ
J
F
中
島
マ

J
F
中
島
三
和
マ
J
F
津
倉
マ
J
F
伯

方
町
マ
J
F
北
条
市
マ
J
F
明
浜
マ
J

F
遊
子
マ
J
F
和
気
マ
地
励
協

O
高
知

県
マ
J
F
す
く
も
湾
マ
J
F
安
芸
マ
J

F
窪
津
マ

J
F
高
知
県
マ
J
F
高
知
漁

連
マ
J
F
十
市
マ
J
F
共
水
連
四
国
事

業
本
部
高
知
支
店
マ
J
F
藻
津
マ
J
F

浜
改
田
マ
J
F
野
見
。
長
崎
県
マ
壱
岐

地
区
漁
業
士
会
マ
附
長
崎
市
水
産
振
興

協
会
｜
解
散
の
た
め
寄
附
マ
長
崎
大
学

鴻
洋
祭
実
行
委
員
会
マ
地
励
協

O
大
分

県
マ
な
ま
こ
研
究
会
マ
佐
伯
市
役
所
。

鹿
児
島
県
マ
J
F
お
お
す
み
岬
マ
J
F

か
い
ゑ
い

マ
J
F
と
く
の
し
ま
マ
J
F

ね
じ
め

マ
J
F
宇
検
村
マ
J
F
羽
島
マ

J
F
奄
美
マ

J
F
沖
永
良
部
島
マ
J
F

屋
久
島
マ

J
F
加
世
田
市
マ
J
F
笠
沙

町
マ
J
F
喜
界
島
マ

J
F
喜
入
町
マ
J

F
牛
根
マ
J
F
錦
海
マ
J
F
錦
江
マ
J

F
串
木
野
市
マ
J
F
串
木
野
市
島
平
マ

原
口
欣

一
ーー
か
ご
し
ま
J
F
販
売
船
マ

J
F
江
口

マ
J
F
高
山
マ
J
F
甑
島
マ

J
F
三
島
村
マ
J
F
山
川
町
マ
J
F
市

来
町
マ
J
F
志
布
志
マ
J
F
指
宿
市
マ

J
F
鹿
屋
市
マ
鹿
児
島
県
漁
業
共
済
組

合
マ
J
F
鹿
児
島
漁
連

・
総
務
指
導
室

マ
鹿
児
島
県
漁
船
保
険
組
合
マ
J
F
鹿

児
島
信
漁
連
マ
J
F
鹿
児
島
市
マ
J
F

種
子
島
マ
J
F
十
島
村
マ
J
F
吹
上
町

マ
J
F
垂
水
市
マ
J
F
瀬
戸
内
マ
J
F

西
桜
島
マ
J
F
川
内
市
マ
J
F
共
水
連

鹿
児
島
県
事
務
所
マ
J
F
谷
山
マ
J
F

東
串
良
マ
J
F
東
桜
島
マ
J
F
東
町
マ

J
F
内
之
浦
町
マ
J
F
南
さ
つ
ま
マ
J

F
南
種
子
島
マ
冨
ヶ
原
義
幸
マ

J
F
福

年 7月 1日（平成 26) よだム一
A英育( 4) 

山
町
マ
J
F
坊
泊
マ
J
F
北
さ
つ
ま

マ

北
さ
つ
ま
漁
業
協
同
組
合
長
島
支
所
青

壮
年
部
マ
J
F
枕
崎
市
マ
J
F
名
瀬
マ

J
F
与
論
町

O
沖
縄
県
マ
金
城
幸
子
マ

今
井
恒
子
｜
「
ウ
ミ
ン
チ
ュ
の
娘
」
著

者〔

4
月
〕
O
北
海
道
マ
高
橋
孝
子

O
神
奈

川
県
マ
神
奈
川
県
漁
協
女
性
部
連
絡
協

議
会
マ
地
励
協

O
大
阪
府
マ
J
F
大
阪

漁
連
｜
茅
淳
の
海
（
ち
ぬ
の
う
み
）

O

広
島
県
マ
J
F
広
島
信
漁
連
マ
J
F
三

原
市
マ
J
F
深
江
マ
地
御
前
か
き
チ
ャ

リ
テ
ィ

l
実
行
委
員
会
マ
妹
尾
幸
光
マ

地
励
協

O
高
知
県
マ
J
F
下
回

O
沖
縄

県
マ
地
励
協

〔

5
月
〕

O
北
海
道

マ
根
上
た
ゑ
子

マ

佐
藤
美
代
子
l
香
料
の

一
部

O
青
森
県

マ
常
夜
燈
み
な
と
祭
り
実
行
委
員
会
。

山
口
県
マ
山
口
県
漁
協
女
性
部
連
合
会

マ
山
口
県
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
マ
山

口
県
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
外
海
研
究
部

。
長
崎
県
マ
J
F
上
五
島
町
マ
竹
村
春

人っι
、

一
般
寄
附

〔

3
月〕

O
秋
田
県
マ
秋
田
県
漁
協
女
性

部
連
絡
協
議
会

O
山
形
県
マ
小
関
利
昭

O
茨
城
県
マ
茨
城
県
漁
協
女
性
部
連
絡

協
議
会

O
埼
玉
県
マ
小
野
沢
通

O
千
葉

県
マ
飯
村
久
子

O
東
京
都
マ
ニ
チ
レ
イ

ふ
れ
あ
い
基
金
マ

（
一
社
）
全
国
底
曳

網
漁
業
連
合
会
マ
三
水
会
マ
水
産
庁
資

源
管
理
部
国
際
課
マ
全
国
青
年
・
女
性

漁
業
者
交
流
大
会

O
神
奈
川
県
マ

（独）

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
水
産
研

究
所
横
浜
庁
舎
（
本
所
）

O
新
潟
県
マ

盛
勝
水
産
駒

O
鳥
取
県
マ
浜
野
茂
夫
。

愛
媛
県
マ
石
川
孝
夫

O
高
知
県
マ

（公

財
）
黒
潮
生
物
研
究
所
｜

「さ
ん
ご
の

海
」
執
筆
者
／
庄
境
邦
雄

O
鹿
児
島
県

マ
冨
元
小
松

O
そ
の
他
マ
匿
名

〔

4
月〕

O
北
海
道

マ
寿
都
水
産
加
工

業
協
同
組
合
青
年
部

O
岩
手
県
マ
鈴
木

佐
智
子

O
埼
玉
県
マ
小
野
沢
通

O
千
葉

県
マ
飯
村
久
子

O
東
京
都
マ
J
F
伊
豆

大
島
マ
海
涛
亜
生
マ
蜘
セ
イ
ブ
ツ
ケ
ン

キ
ユ
ウ
シ
ャ

マ
小
崎
寛
子
マ
新
橋
や
き

と
ん

マ
水
産
経
済
新
聞
社
取
締
役
社
長

安
成
榔
子
マ
水
産
庁
漁
政
部
漁
政
課
マ

石
崎
信
義
マ
福
井
清
計

O
神
奈
川
県
マ

三
浦
市
観
光
協
会
食
の
神
祭
実
行
委
員

会
マ
山
中
政
志
マ
石
川
和
彦

O
新
潟
県

マ
石
添

一
儀

O
富
山
県
マ
布
目
久
幸

O

山
梨
県
マ
佐
藤

一
江

O
兵
庫
県
マ
兵
庫

県
漁
協
女
性
部
連
合
会

O
鳥
取
県
マ
浜

野
茂
夫

O
長
崎
県
マ
J
F
美
津
島
町
尾

崎
支
所

O
鹿
児
島
県
マ
冨
元
小
松

〔

5
月〕

O
埼
玉
県
マ
小
野
沢
通
マ
冨
元

克
昌

O
千
葉
県
マ
飯
村
久
子

O
東
京
都

マ
榎
本
み
つ
枝
マ
東
京
岩
水
会

O
神
奈

川
県
マ

（
一
財
）
日
本
船
員
厚
生
協
会

横
浜
海
員
会
館
（
エ
ス
カ
ル
横
浜
）

マ

冊
中
冷
マ
日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部

海
洋
生
物
資
源
科
学
科

O
鳥
取
県
マ
浜

野
茂
夫

O
鹿
児
島
県
マ
冨
元
小
松

※
寄
間
金
は
、
全
て
公
益

B
的
事
業
で
あ
る

漁
船
海
難
遺
児
等
に
対
す
る
修
学
助
成
事

業
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

。お知らせ
ゆび募金（募金型自動販売

機） による2014年4月末ま

での寄附金累計額は

718,295円

です。ご協力ありがとう

ございました。

ウ
ミ
ン
チ
ユ
の
娘

今
井
恒
子
著

（
角
川
書
店

税
込
1
6
2
0
円）

石
垣
島
出
身

で
、
現
在
、

I
T

関
連
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
開
発
会
社
代
表

取
締
役
で
も
あ
る
著
者
の
半
生
記
。
ウ

ミ
ン
チ
ユ
（
漁
師
）
の
父
や
島
で
の
暮

ら
し
、
上
京
、
就
職
、
出
産
と
夢
に
向

か
っ
て
奮
闘
す
る
姿
が
生
き
生
き
と
綴

ら
れ
て
い
ま
す
。
子
育
て
を
し
な
が
ら
、

頑
張
っ
て
働
く
お
母
さ
ん
た
ち
に
オ
ス

ス
メ
の

一
冊
で
す
。

な
お
、
こ
の
た
び
著
者
の
今
井
様
よ

り
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

生数
(2014年6月15日現復／単位人）

品主.，，
弓『奨別県府道者B

追
悼

5
月
U
日
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市
観

音
崎
公
園
内
「
戦
没
船
員
の
碑
」
に
て
、

（
公
財
）
日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会
主
催
に

よ
る

『第
叫
回
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼

式
』
が
行
わ
れ
、
本
会
を
代
表
し
、

三

上
主
査
が
参
列
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、

6
月
日
日
、
和
歌
山
県
高
野

山
大
学
「
繋
明
館
（
れ
い
め
い
か
ん
こ

に
て
開
催
さ
れ
た

J
F
兵
庫
漁
連
主
催

の

「第
羽
田
兵
庫
県
漁
民
物
故
者
合
同

供
養
祭
』
に
は
、
鈴
木
専
務
理
事
と
三

上
主
査
が
参
列
致
し
ま
し
た
。

物
故
者
の
方
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お

祈
り
致
し
ま
す

編

集

後

記

V
海
上
保
安
庁
の
統
計
に
よ
る
と
、
昨

年
度
の
船
舶
事
故
隻
数
2
3
0
6
隻
の

う
ち
、
漁
船
は
プ
レ
ジ

ャ
ー
ポ
！
卜
に

次
い
で

2
番
目
に
多
い

6
4
6
隻
で
し

た
。
そ
の
約
3
割
が
衝
突
事
故
で
、

事

故
原
因
の
多
く
は
、
自
然
災
害
な
ど
の

不
可
抗
力
を
お
さ
え
、
見
張
り
不
十
分

に
よ
る
人
為
的
な
も
の
だ
そ
う
で
す
。

ま
た
、
他
の
船
舶
に
比
べ
海
中
転
落
者

数
が
断
ト
ツ
で
多
い
に
も
関
わ
ら
ず
、

転
落
者
の
半
数
以
上
の
方
が
、
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
を
見
る
限
り
、
自
分
た
ち
の

ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
ひ
と
つ
で
未
然

に
防
げ
た
事
故
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
愛
す
る
家
族
を
悲
し
ま
せ
な
い

た
め
、
何
よ
り
自
分
の
大
切
な
命
の
た

め
、
漁
業
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
海
難
防

止
対
策
の
重
点
事
項
3
つ
を
し

っ
か
り

守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

願
い
致
し
ま
す
。

（M
）

＊給与奨学生には特別支媛学生を含む。

＊貸与奨学生には入学一時金のみの奨学生を含む。

＊休学中の奨学生は人数に含まなPo

*2014年度第1回線用者は内数である。

羽 根募金の水色!! 手をの愛児に遣漁船海難

給与奨学生 貸与唖学生 2014年度第1回採用者

都道府県名 合計 合 計
幼 児 小学生 中学生 高校生等 ノl、百十 大学生等 幼児 小学生 q，学生 高校生等 大学生等

It 海 道 6 7 4 14 31 10 41 3 3 6 

首 森 3 4 7 ・ 7 

岩 手 I 8 6 10 25 25 

宮 城 1 7 10 12 30 30 

秋 国

111 形 I I 1 

福 島 14 8 5 27 27 

荻 城

千 来＝ I 2 2 3 8 4 12 

J見E 京 I 1 2 3 I I 

神奈 川 I 1 2 I 5 5 

新 j/;J 2 2 2 

官 叫1

石 !II 2 2 4 4 

静 問 2 2 I I 

愛 知l

雨 歩十 2 2 2 

重

京 都 I I 

大 阪

兵 l車 4 4 4 

和歌 山 I I 2 2 

烏 取 1 1 2 2 

助 線 I I I 

l河 1.IJ I I 2 2 

広 局 I I I 

111 口 1 3 4 2 6 I 1 

徳 局 I 1 2 

香 Ill I 2 3 3 

受 媛 3 I 4 8 2 10 

/;/; 知 1 I 2 3 

十日 間 I I 2 1 3 

福岡 有明海 1 I I 3 3 

佐賀玄海 2 3 5 5 

佐賀有 明海

長 崎 6 3 3 12 12 

大 分 I I 1 2 I I 

fl巨 本 I 4 I 6 6 

1¥. 崎 I 3 2 6 2 8 

風i 児 ／；／， 3 3 2 8 8 

沖 制H I I 3 5 5 I I 

ノ口色、 百l 12 62 61 86 221 29 250 3 I 7 11 



- 2014 ． 
第 152号

ご
ざ
い
ま
す
。

（
千
葉
県

＊
長
い
問
、
学
資
給
与
を
頂
き
ま
し
て

大
変
助
か
り
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
致

し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
静
岡
県

K
・
Y
）

＊
亡
き
主
人
の
志
を
つ
い
で
、

3
人
の

子
供
は
、

心
も
体
も
す
く
す
く
と
成
長

し
て
く
れ
ま
し
た
。
長
女
は
、
今
春
よ

り
広
島
に
あ
る
大
学
に
進
学
い
た
し
ま

し
た
。
二
女
も
、
主
人
の
事
故
死
以
来

よ
り
悩
ま
さ
れ
て
い
た

P
T
S
D
も
よ

う
や
く
少
し
ず
つ
で
す
が
の
り
越
え
つ

つ
あ
り
ま
す
。
私
立
高
校
で
は
あ
り
ま

す
が
、
国
か
ら
の
支
援
を
頂
き
、
授
業

料
の
減
額
を
う
け
て
の
通
学
で
す
。
長

女
も
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
、
授
業
料
を

支
払
う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
息
子
も

体
は
小
さ
い
で
す
が
、
春
よ
り
バ
イ
ト

に
行
き
、
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
電
車

通
学
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、

本
人
の
バ
イ
ト
希
望
に
よ
り
通
学
し
て

い
ま
す
。
家
族

4
人
、
大
変
な
こ
と
、

悲
し
い
こ
と
の
方
が
多
い
で
す
が
、
そ

れ
も
人
生
の
糧
と
し
、
将
来
を
見
す
え

た
学
習
で
よ
り
強
く
成
長
し
、
自
立
し

て
行
く
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。
育
英

会
の
支
援
の
お
か
げ
を
頂
き
、
今
日
の

心
強
い
応
援
を
あ
り
が
た
く
、
日
々
感

謝
し
て
生
活
致
し
て
お
り
ま
す
。

3

人
の
子
供
た
ち
が
無
事
成
人
し
ま
し
た

ら
、
ま
た
こ
ん
ど
は
反
対
の
立
場
に
た

ち
、
ど
ん
な
形
で
あ
れ
、
少
し
で
も
お

か
え
し
が
で
き
ま
す
よ
う
に
日
々
家
庭

で
の
教
育
と
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が

た
い
ご
支
援
、
心
よ
り
感
謝
致
し
て
お

り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

／
息
子
は
今
春
よ
り
無
事
高
校
を
卒

業
し
、
大
学
生
と
な
り
ま
し
た
。
今
あ

る
生
活
が
自
分
の
最
高
の
進
む
道
と
信

じ
、
勤
勉
に
つ
と
め
な
が
ら
、
初
め
て

の
労
働
に
よ
る
収
入
で
少
し
で
も
学
習

を
高
め
ら
れ
る
よ
う
が
ん
ば

っ
て
お
り

ま
す
。
バ
イ
ト
の
賃
金
は
授
業
料
以
外

M

・
l

）

年 7月 1日（平成26) よだム一
A英育( 3) 

の
研
修
費
、
教
材
費
に
全
額
ま
わ
し
、

自
ら
の
力
で
将
来
の
た
め
の
学
習
に
あ

て
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
と
て
も

辛
抱
強
い
子
に
育

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

日
々
感
謝
を
も

っ
て
生
活
し
て
お
り
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
兵
庫
県

N
・
M
）

＊
い
つ
も
ご
送
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
父
親
が
遭
難
し
て
か
ら
、
よ
う

や
く
7
年
が
経
ち
ま
す
が
、
下
の
娘
も

高
等
学
校
に
進
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
自
分
の
進
路
目

標
に
向
か

っ
て
が
ん
ば

っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ひ
き
続
き
ご
支

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
愛
媛
県

T
・｜）

＊
子
供
2
人
と
も
高
校
、

専
門
学
校
を

無
事
に
卒
業
し
て
就
職
し
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

～漁船海難遺児と母の文集～
作文・詩歌・イラスト募集

1970年に設立されました本会は、来秋 10月 29日をもって無事45周年を迎えます。
本会ではこれまで、設立 5年毎の筋目に奨学生ならびに保護者の皆さまから募った作文等を l冊

の本にとりまとめ、「漁船海難遺児と母の文集j として第 8集まで刊行してまいりました。これら
の作品はいずれも、奨学生 ・保護者の皆さまと本会の質重な記録であるとともに、命の大切さや海
難事故絶滅を広く国民の皆さまに訴える大きな原動力としての役割も果たしております。

つきましては、 45周年におきましても、引き続き文集を刊行するべく、奨学生やそのご家族の
皆さまから作文 ・詩歌 ・イラストを新たに募集致します。
募集要領は下記のとおりですが、ご不明な点などございましたら、本会までお気軽にお問い合わ

せください。
皆さまお忙しいことと思いますが、夏休みの宿題などを兼ね、ぜひともご協力いただきますよう

お願い致します ！

ー昼塑
［対 象］本会奨学生の方 （過去に奨学生だった方も含む）またはそのご家族

［題材］自由
・事故防止を願って、お父さん（ご主人）との思い出、お母さんや寄附者の皆さまへ
の感謝の気持ち、将来の夢など文集に相応しいものをお選びください。

・イラストは挿絵として使用致します。アニメなどキャラクターの絵は著作権等の問
題によりご遠慮願います。

式］作文・詩歌 ：800～1,600字程度

イラスト ハガキ～ A4サイズ大のもの
・作文 ・詩歌はお手持ちの原稿用紙やレポート用紙などをご利用いただくか、本会作
成の応募用紙をお送りしますので、そちらをご利用ください。（特に規制はありま
せん。パソコンによる出力も可。）

・学校の授業で書かれた作品を送っていただいても結構です。ただし、コンクー／レなど
へ出品された作品は、著作権の問題が発生する場合がありますのでご注意ください。

・作品には氏名 ・住所 ・表題のほか、奨学生かそのご家族かを必ず記載してくださし、。

［応募方法］郵送、FA X、Eメール
・メールに添付いただく原稿ファイノレの形式は「ワード」と「テキストJに限らせて
いただきます0

・所属されている（もしくは、されていた）漁協や漁連に直接お持ち込みいただいて
も結構です。

［締 切］2015年4月30日本会必着

［刊行予定］ 2015年 10月29日

［ご応募・ お問い合わせ先］

公益財団法人漁船海難遺児育英会

干101ー0047
東京都千代田区内神田 1-2-1
ダコタハウス 5階
TEL : 03-3518-6121 （平日 9～ 17時まで）
FAX : 03-3518-6122 
E-mail . mizuiro.ikuei@eos.ocn.nejp 

（
長
崎
県

F
－

H
）

三コ亡

県
マ
鎌
内
浩

O
秋
田
県
マ
山
岸
剛

O
茨

城
県
マ
常
盤
和
己
マ
藤
本
歌
子

O
埼
玉

県
マ
古
関
和
則
マ
小
林
哲
朗
マ
志
村
隆

司
マ
潰
田
研

一一〉
松
本
安
裕

O
千
葉
県

マ
伊
賀
久
則
マ
猪
苗
代
健

一一〉
大
西
絹

子
マ
大
類
裕
久
マ
粛
藤
雅
晴
マ
坂
口
は

つ
子
マ
平
田
淳
一
一
〉
福
田
昌
佳
マ
宮
津

敏
彦
マ
若
林
満

O
東
京
都
マ
飯
島
孝
夫

マ
香
川
謙
二
マ
勝
野
輝
マ
鮒
洗
洋
取
締

役
会
長
江
刺
富
美
子
マ
側
ビ
1
ア
ー
ル

ビ
l
マ
柄
津
彰
マ
木
部
茂
徳
マ
高
田
明

生
マ
戸
田
満
弘
マ
長
屋
信
博
マ
根
本
京

子
マ
贋
重
和
夫
マ
本
川

一
普
マ
松
井
明

マ
渡
辺
千
鶴
子
。
神
奈
川
県
マ
大
森
敏

弘
マ
越
智
豊
子
マ
佐
藤
明
美
マ
大
和
陸

子

O
福
井
県
マ
武
田
忠
男
。
静
岡
県
マ

古
寺
健
二
O
山
口
県
マ
熊
谷
佐
枝
子

〔

4
月〕

O
北
海
道

マ
加
藤
茂
子

マ
本

間
雅
彦

O
岩
手
県
マ
長
津
浩
美
⑬
宮
城

県
マ
鎌
内
浩

O
茨
城
県
マ
常
盤
和
己
マ

＊
な
か
な
か
進
路
を
決
め
か
ね
て
い
ま

し
た
が
、
決
定
後
は
息
子
な
り
に
慣
れ

な
い
勉
強
も
努
力
し
て
い
ま
し
た
。
ほ

ん
の
少
し
で
す
が
、
成
功
体
験
に
な

っ

た
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
育
英
会
の

バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
の
お
か
げ
か
と
感
謝
し

ま
す
。
本
当
に
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
沖
縄
県

K
－

H
）
 

ご
寄
附
の
お
礼

2
0
1
4
年
3
月
か
ら

5
月
ま
で
に

ご
寄
附
を
頂
い
た
皆
さ
ま
の
ご
芳
名

（
敬
称
略
）
を
掲
げ
、

厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

尉
ま
し
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん

〔

3
月〕

O
北
海
道

マ
加
藤
茂
子
マ
本

間
雅
彦

O
岩
手
県
マ
長
津
浩
美

O
宮
城

設
立
相
周
年
記
念
に
刊
行
さ
れ
た

‘
第
8
集出

一
o
T民
会
ィ

輩
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磁
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四＊ご応募いただいた方全員に、文集と記念品を贈呈致します。
＊掲載時に作品の一部を編集させていただく場合がございます。また、
ご応募いただいた作品は基本的に返却致しませんのでご了承ください。

藤
本
歌
子

O
埼
玉
県
マ
古
関
和
則
マ
小

林
哲
朗
マ
田
口
昭
博
マ
演
田
研

一一〉
松

本
安
裕
。
千
葉
県
マ
伊
賀
久
則
マ
猪
苗

代
健

一一〉
大
類
裕
久
マ
粛
藤
雅
晴
マ
坂

口
は
つ
子
マ
平
田
淳
一
一
〉
宮
津
敏
彦
マ

若
林
満

O
東
京
都
マ
香
川
謙
二
マ
勝
野

輝
美
マ
附
洗
洋
取
締
役
会
長
江
刺
富
美

子
マ
柄
、津
彰
マ
木
部
茂
徳
マ
高
田
明
生

マ
戸
田
満
弘
マ
長
屋
信
博
マ
根
本
京
子

マ
贋
重
和
夫
マ
本
川

一
普
マ
松
井
明
マ

向
井
昌
子
マ
渡
辺
千
鶴
子

O
神
奈
川
県

マ
遠
藤
久
マ
大
森
敏
弘
マ
越
智
豊
子
マ

佐
藤
明
美
。
福
井
県
マ
武
田
忠
男

O
静

岡
県
マ
古
寺
健
二
O
大
阪
府
マ
角
丸
英

子

O
兵
庫
県
マ
武
田
佳
子

O
山
口
県
マ

熊
谷
佐
枝
子

〔

5
月〕

O
北
海
道
マ
加
藤
茂
子
マ
本

間
雅
彦

O
岩
手
県
マ
長
津
浩
美

O
茨
城

県
マ
常
盤
和
己
マ
藤
本
歌
子

O
埼
玉
県

マ
古
関
和
則
マ
小
林
哲
朗
マ
田
口
昭
博

マ
漬
田
研

一一〉
松
本
安
裕

O
千
葉
県
マ

伊
賀
久
則
マ
猪
苗
代
健

一一〉
大
類
裕
久

マ
斎
藤
信
夫
マ
粛
藤
雅
晴
マ
坂
口
は
つ

子
マ
福
田
昌
佳
マ
宮
津
敏
彦
マ
若
林
満

O
東
京
都
マ
香
川
謙
一一マ
勝
野
輝
美
マ

側
洗
洋
取
締
役
会
長
江
刺
冨
美
子
マ
柄

津
彰
マ
木
部
茂
徳
マ
高
田
明
生
マ
戸
田

満
弘
マ
長
屋
信
博
マ
根
本
京
子
マ
贋
江

志
賀
子
マ
虞
重
和
夫
マ
本
川

一
善
マ
松

井
明
マ
渡
辺
千
鶴
子
。
神
奈
川
県
マ
遠

藤
久
マ
大
森
敏
弘
マ
越
智
豊
子
マ
佐
藤

明
美

O
福
井
県
マ
武
田
忠
男

O
静
岡
県

マ
古
寺
健
二
O
京
都
府
マ
奥
手
初
栄

O

山
口
県
マ
熊
谷
佐
枝
子

水
色
の
羽
根
募
金

ー
、
漁
協
系
統
募
金

（
各
都
道
府
県
の

漁
連
、
信
漁
連
等
で
構
成
す
る

「漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会

（略

称
・地
励
協
こ

等
で
取
り
扱
っ
た
分
で
、

一
般
寄
附
を
含
み
ま
す
。
）

〔

3
月〕

O
北
海
道
マ
J
F
上
磯
郡
｜

「
し
り
う
ち
昧
な
合
戦

・
冬
の
陣

・
カ

キ
刊
一
一
ラ
ま
つ
り
」
売
上
の

一
部
マ
北

海
道
定
置
青
年
研
究
会
マ
地
励
協

O
青

森
県
マ
鮒
ホ
リ
エ
イ
代
表
取
締
役
堀
内

精
二
マ
三
沢
ほ

つ
き
ま
つ
り
実
行
委
員

会
マ
青
森
県
漁
協
女
性
組
織
協
議
会
！

青
森
県
漁
村
青
壮
年
女
性
団
体
活
動
実

績
発
表
大
会
の
募
金
活
動
／
県
内
各
女

性
部
よ
り

O
岩
手
県
マ
地
励
協

O
秋
田

県
マ
地
励
協

O
山
形
県
マ
山
形
県
漁
協

女
性
部
マ
地
励
協

O
茨
城
県
マ
J
F
磯

崎
マ
J

F
茨
城
沿
海
地
区
漁
連
マ
J

F

茨
城
信
漁
連
マ
茨
城
県
無
線
漁
業
協
同

組
合
マ
J

F
久
慈
町
マ
J
F
久
慈
浜
丸

小
マ
J

F
鹿
島
灘
マ
J

F
川
尻
マ
全
国

合
同
漁
業
共
済
組
合
茨
城
県
事
務
所
マ

J

F
大
洗
町
マ
J

F
大
津
マ
J

F
那
珂

湊
マ
J

F
平
潟
マ
地
励
協

O
千
葉
県
マ

地
励
協

O
東
京
都
マ
式
根
島
女
性
部
マ

J
F
八
丈
島
マ
J
F
全
国
女
性
連
マ
地

励
協

O
新
潟
県
マ
地
励
協

O
富
山
県
マ

地
励
協

O
静
岡
県
マ
J

F
大
井
川
港
マ

大
井
川
港
漁
業
協
同
組
合
女
性
部
マ
浜

名
漁
業
協
同
組
合
女
性
部
マ
J

F
由
比

港

O
愛
知
県
マ
愛
知
県
漁
協
女
性
部
連

絡
協
議
会
。
福
井
県
マ
地
励
協

O
三
重

県
マ
地
励
協

O
京
都
県
マ
地
励
協

O
兵

庫
県
マ
J
F
五
色
町
マ
J

F
林
崎

O
和

歌
山
県
マ
ま
ぐ
ろ
祭
り
実
行
委
員
会
マ

宇
久
井
漁
協

・
女
性
部
マ
J
F
宇
久
井

マ
J
F
海
南
市
マ
J
F
堅
田

マ
J

F
戸

坂
マ
勝
浦
漁
協
女
性
部
マ
J
F
太
地
マ

田
野
浦
漁
協

・
女
性
部
マ
J

F
和
歌
山

信
漁
連
本
店

・
出
中
本
支
店

・
田
辺
支
店

マ
J

F
和
歌
山
南

O
島
根
県
マ
地
励
協

O
愛
媛
県
マ
J
F
う
わ
う
み
マ
J

F
愛

南
マ
J
F
愛
媛
漁
連
マ
愛
媛
県
漁
業
信

用
基
金
協
会
マ
愛
媛
県
漁
船
保
険
組
合

マ
J

F
愛
媛
信
漁
連
マ
愛
媛
県
青
年
漁

業
者
連
絡
協
議
会
マ
J

F
伊
予
マ
J

F

宇
和
島
マ
J

F
渦
浦
マ
J

F
下
灘
（
伊

予
市）

マ
J

F
下
灘
（
宇
和
島
市）

マ

J

F
下
波
マ
J
F
岩
城
生
名
マ
J

F
菊

間
町
マ
J

F
吉
田
町
マ
J

F
久
良
マ
J

の羽根 募金水色!! 手をの愛IB 1-
Jし W』遺漁船海難




